














測できるもの（Directive level）は約 34% しかないことがわ
かった。第二に、推測に用いることのできる手がかりを 5 つ
の知識源ごとに分け、General level と Directive level での
出現頻度数を調べたところ、「語の構成要素」に関する知識
は General level の語の推測で用いられる比率が高く、「L1」















































Textbook Analysis on Inferable Words and Knowledge Sources for Inference of Words

















究において、意味推測をするには文章中の 95 ～ 98% のカ
バー率 *1 が必要だと指示しているが（Laufer, 2010, Schmitt, 








McKeown（1983）は CSL（Context Support Levels）によ
り、語中・文中の推測に用いる手がかりがどの程度わかりや
すいのかを 4 点満点で示した （例文は筆者による） （イタリッ
ク体の語が推測の対象語）。
1 点 : Mis-directive contexts （語の意味を間違ってとらせ
るもの）
例 :  I have a butterfly in my stomach. 
2点 : Nondirective contexts （ヒントになっていないもの）
例 :  The lunar eclipse will start at about 10:00.
3 点 : General contexts （語のカテゴリーはわかるもの）
例 :  He drives a pickup.
4 点 : Directive contexts （その語の意味を示すもの）
例 :  A puppy is a small dog. 





contexts をもつ “The lunar eclipse will start at about 10:00.”
という文では、lunar eclipse という語を知らなければ、文中
の will start at about 10:00 からは語の意味を推測すること




る。最後の Directive contexts をもつ “A puppy is a small 















表 1: 未知語の意味の推測に用いる知識源　（Nassaji, 2003）
Types Definitions
Grammatical knowledge
Using knowledge of grammatical functions 
or syntactic categories, such as verbs, 
adjectives, or adverbs
Morphological knowledge
Using knowledge of word formation and 
word structure, including word derivations, 
inflections, word stems, word
roots*2, suffixes and prefixes
World Knowledge Using knowledge of the content or the topic that goes beyond what is in the text
L1 knowledge
Attempting to figure out the meaning of 
the new word by translating or finding a 
similar word in the L1
Discourse knowledge
Sentences and the devices that make 









味推測をする際、World knowledge(46.2%) → Morphological 
knowledge(26.9%) → Grammatical knowledge(11.5%) →
Discourse　knowledge(8.7%) の 順 で 知 識 源 を 用 い る が、
吉 田 (2011) で は Discourse knowledge(60%) → World 
knowledge(26%) → Grammatical knowledge(10%) →
Morphological knowledge(3%) → L1(0%) の順で知識源を用
いていたと報告している。吉田 (2011) は更に、語の意味
の推測が正しく行われた割合を算出し、成功率が高かっ
た 知 識 源 か ら 順 に、World knowledge → Grammatical 
knowledge → Discourse knowledge → Morphological 
knowledge であったと報告している。また、Aizawa(1998)、 
Nassaji(2003)、 吉 田 (2011) で は「 背 景 知 識 」 に 関 す る
手がかりが正しい語の意味の推測につながっていると






















































　English Sound Box （大塚　他 , 2018）は、大学中級レベ
ル（TOEIC400-500）を設定としている。テキストは 15 レッ
スンから成り *3、各レッスンは Warm-up、Listening Tips、












どである。各レッスンでは計 20 単語（Material One と Two









とを妨げないため（Aebersold & Field, 1997）、推測する対
象として最適ではないと判断したからである。2 つ目の理由






いる 29 語 *5 は語の意味推測が不要であるため除外し、最終
的に計 123 語を用いることとした。123 語は全て、リスニン
グの本文中に出てくる単語であり、それ以外のエクササイズ
などに出てくる単語は含まれていない。未知語を推測するに
は 95 ～ 98% のカバー率が必要であるとされるが、テキスト





　123 語の意味をどの程度まで推測し得るのかを Beck, 





基 に Grammatical knowledge、Morphological knowledge、










以下に、123 語を Context Support Level によって分類
した結果を示す。
【表 1】推測可能レベルごとの推測可能語数 （N = 123）











と Directive level で計 86 語存在した。推測可能レベルが語
のカテゴリーや明確な意味を推測することが可能であるもの 
（General level & Directive level: N=86）と、意味を推測す
ることが不可能なもの（Nondirective level: N=37）に分け、
二変数間に差があるかをカイ二乗適合度検定で分析したとこ





ることが可能なもの（General level と Directive level）のう
ち、カテゴリーが推測できるものは明確な意味を推測できる
ものと同程度存在すると予測された。












Inference Types of Knowledge Sources
levels Grammatical Morphological World L1 Discourse Total
General 44 24 31 13 37 149
Directive 42 11 32 28 34 147
Total 86 36 63 41 71 297
　 表 2 が 示 す 通 り、 総 数 で は General level と Directive 
level で、ほぼ同数の知識源が用いられ得る結果となった。
具体的には、General level では 1 語につき平均 3.4 個の手が




間の独立性を調べたところ、χ2 =　10.49、p = .03、効果量




[+2.30]、Directive level の「L1」が [+2.57] であるので、と
もに観測度数は期待度数よりも 5% 水準で有意に多いという
ことがわかった。また、Directive level の「語の構成要素」
の調整済み残差値が [-2.30]、General level の「L1」が [-2.57]
となり、観測度数が期待度数より 5% 水準で有意に少ないと
いうことがわかった。つまり、「語の構成要素」では、手が
かりが General level の語で用いられる比率が高く、「L1」で














































るが、-ed からは tax や add の意味は直接的には推測できな











Over- や in- などの意味を持つ接辞の場合、単独の手がかり









て会話の中で、”How many caplets did you take during the 
second week?” という質問に対し男性が “Six caplets a day.” 
と言っていることと、オペレーターが、 “From the second 
week you should take only one after breakfast and one 








ことしか判断できない。しかし、文章中に “The class now 
is too difficult.” という文があること、あるいは “I’m thinking 















スで耳にする “Please have your passport, immigration card, 
and customs declaration card ready.”　という文では、「文
法」の知識を用いただけでは、ターゲット語である customs 









eclipse starts at 10:00.” という文では、文法の知識を用いて
start という動詞の主語が lunar eclipse であることがわかる
のだが、start するものは無数にあり、start という手がかり










































CSL（Context Support Levels）の 4 つの推測可能レベルに
分類して数えた。結果、推測し得る語は全体の 70% 以上を
占めるものの、そのうちカテゴリーまでしか推測できないも
のは約 36%、明確な意味まで推測できるものは約 34% 存在
し、この 2 つの推測可能レベルには同程度の数の推測可能語
が存在する結果となった。第二に、推測に用いることのでき
る手がかりを 5 つの知識源ごとに分け、2 つの推測可能レベ
ルごとにその出現頻度数を調べたところ、「語の構成要素」
に関する知識は General level の語の推測で用いられる比率
が高く、また、「L1」に関する知識は Directive level の語の
推測で用いられる比率が高い傾向にあった。総数としては
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*2 語根（word roots）も語の構成要素であり、語幹（word 
stems）と区別するため筆者により説明に加えられた。







語が含まれている語は含む。例 : transit card「乗り継ぎ
券」）。
*6 今回は Mis-directive なものが存在せず、Nondirective、
General、Directive level の 3 レベルで検定した。
【資料】　テキストに含まれる語の例
導入語 意味 知識源 CSL
lunar eclipse 月食 Lunar eclipse will start at about 10:00 on Sunday. Nondirective





Please have your passport, 
immigration card, and customs 
declaration card ready.
General
pickup 軽トラ You drive a pickup? General
algebra 代数 Mr. White’s classes, Algebra Ⅰand Ⅱ General
asteroid 小惑星 Japanese asteroid explorer Hayabusa’s capsule Directive
